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１． 事業者名 グラウンド・ワークス株式会社

２． 代表者氏名 山下英俊

３． 所在地 本社：　静岡県袋井市川井873-4
営業所：　静岡県三島市大宮町1丁目2-26　ラ・フォルテＫ　1F

４． 事業活動

５． 従業員数 21名

６． 環境管理責任者　 金井儀仁
連絡担当者 大石恵子

７． 連絡先 TEL 0538-45-3313
FAX 0538-45-3315
（Ｅ－ｍａｉｌ：　keiri@g-w.co.jp）

８． 許可関係
① 建設業

静岡県知事許可　（般ー31）　第35496号

建設業の種類　　

　 
② 宅地建物取引業

静岡県知事(1)第13554号

③ 一級建築事務所
静岡県知事登録(２)第7426号

④ 一級建設業許可
静岡県知事許可(般-31)　第35496号

⑤ 産業廃棄物収集・運搬
静岡県知事許可  第02201175956号(許可の有効期限：平成36年2月11日)

９． 事業の規模
① 設立（現在地）

② 事業規模

単位 （10期） （11期） (12期） （13期） （14期） （15期） （16期）

百万円 308 353 411 382 349 455 434
人 21 16 15 17 19 22 21

ｍ2 228.21 228.21 228.21 228.21 228.21 228.21 228.21

ｍ2 45 45 45 45 45 45 45

１０． 事業年度　　
10月１日～翌年9月30日

11. 対象範囲

全組織・全活動（土木工事業（地盤調査・地盤改良事業）、建築工事業（断熱施工・床下劣化処理工事業）、不動産
業、材木・材木製品の販売）

Ⅰ　組織の概要

2007年10月

売上高

従業員

活動規模

事務所床面積

※産業廃棄物の収集・運搬については、自社運搬のみ

土木工事業、とび・土工工事業、建築工事業、大工工事業、石工事業、屋根工事業、タイル・れんが・
ブロック工事業、鋼構造物工事業、ほ装工事業、しゅんせつ工事業、内装仕上工事業、水道施設工事
業

土木工事業（地盤調査・地盤改良事業）、
建築工事業（断熱施工・床下劣化処理工事業）、
不動産業、材木・材木製品の販売

倉庫床面積
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＜環境管理組織における機能＞
経営責任者

① 環境経営全般に対しての責任と権限
② 環境経営方針の作成と社員への周知
③ 全体の評価と見直し
④ 実施体制の構築

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑤環境経営に必要な資源の準備

環境管理責任者
① 環境経営システム全般の運用・管理
② 環境経営目標及び環境経営計画の作成
③ 経営責任者への進捗報告
④ 従業員教育

EA-21活動事務局
① 各部門のデータのまとめ
② 環境経営計画の予実績管理
③ 環境負荷・環境への取組みの自己チェックの実施
④ 環境管理責任者補佐
⑤ 法規制最新版管理
⑥ 文書・記録の管理
⑦ 事務所の環境経営計画の実施

各部門
① 環境計画の実施
② 問題点の把握と是正の実施

（代表取締役）

三島営業所

金井儀仁

本社

金井儀仁

環境管理責任者
（専務取締役）

経営責任者

山下英俊

村松　敦

（現場部門）

Ⅱ　実施体制
作成者：大石恵子

対象範囲：全組織、全活動対象

大石恵子

EA-21活動事務局

作成日：令和5年10月20日

２



《企業理念》

《行動指針》

１．

①

②

③

④

3． 環境に関する法規制及び協定を遵守致します。

4．

平成29年10月1日

Ⅲ　環境経営方針

２．

環境に配慮した自然素材の建設資材を活用し、地球環境負担の軽減に
努めます。(デコスドライ工法の販売実績の向上等）

CO2削減の為の省エネ活動（電気、化石燃料）に取り組みます。

廃棄物の削減活動と再資源化推進の活動に取り組みます。

制定年月日

グラウンド・ワークス株式会社

代表取締役　　山下英俊

水資源を有効活用し、節水に努めます。

事業活動が環境に与える影響を把握し、環境保全に視点を置いた活動を推
進致します。

　当社は地盤改良・断熱施工を行う事業所としてお客様や地域社会に対して自然
環境に優しい砕石パイル工法、自然素材を利用した吸音、調湿に優れた断熱材
の推進、天然鉱物を使用した床下劣化処理の推進を提供すると共に自然環境の
保全と維持に努め事業活動を推進します。

環境に配慮した活動の目標を設定し、環境目標の達成状況及び活動計画
の実施状況を定期的に確認・評価し、環境経営のシステムを継続的に改善
致します。

全社員が環境方針を理解し、それを周知徹底すると共に、この方針を掲示し
社員教育を計画的に実施し、環境問題への意識向上を図ります。また、社外
に環境活動レポートを公開し、利害関係者のみならず社会とのより良いコミ
ニュケーションを図って行きます。

３



短期・中期環境経営目標

15期 16期 17期 18期 19期

2021年10月
～

2022年9月

2022年10月
～

2023年9月

2023年10月
～

2024年9月

2024年10月
～

2025年9月

2025年10月
～

2026年9月

基準年（実績） 目標 目標 目標 目標

% － 0.50% 1.00% 1.50% 2.00%

二酸化炭素削減 kg-CO2 285,988 284,558 283,128 281,698 280,268

（売上高原単位） kg-CO2/万円 6.28 6.25 6.22 6.19 6.15

購入電力 kWh 15,455 15,378 15,300 15,223 15,146

（売上高原単位） kWh/万円 0.330 0.328 0.327 0.325 0.323

ガソリン（現場） ℓ 39,539 39,341 39,144 38,946 38,748

（売上高原単位） ℓ/万円 0.860 0.856 0.851 0.847 0.843

軽油 ℓ 72,399 72,037 71,675 71,313 70,951

（売上高原単位） ℓ/万円 1.59 1.58 1.57 1.57 1.56

LPG kg 5.8 5.76 5.73 5.70 5.67

（売上高原単位） kg/万円 0.00012 0.000119 0.000119 0.000118 0.000118

削減に努めた

t 2.37 2.36 2.35 2.33 2.32

㎥ 130 129 128 126 124

㎏ 1,518

件 1件

件 85

＜備考＞

1．

２．

グリーン購入に配慮する

工法の推進に努める

削減に努める

適正管理

単位

一般廃棄物排出量の削減

削減率

化学物質使用料の削減（ほう酸）

Ⅳ　環境経営目標

一般廃棄物は、排出量が殆どないことから、「削減に努める」という定性的目標とした。

※印は、ホウ素量である。【使用ホウ酸量×（10.8[ホウ素の原子量]/61.8[ホウ酸の分子量]）】

水道使用量の削減

項目

産業廃棄物排出量の削減

二
酸
化
炭
素

事務用品のグリーン購入の推進

環境に配慮した自然素材の
建設資材を活用した工法の
推進(デコスドライ工法の販売
実績の向上等）

４



１0月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

①
消灯の徹底（１回／週チェッ
クする）

② 人感センサーの導入検討

① 温度設定夏28℃　冬20℃

② クールビズ、ウォームビズ

③ フィルター定期清掃 月初 月初 月初 月初 月初 月初 月初 月初

④
使用していない部屋の空調
停止

① エコドライブ

やさしい発進

加速の少ない運転

早めのアクセルオフ

燃費を把握

エアコンの適切な使用

無理なアイドリングストップを
止める

道路交通情報の把握・活用

空気圧のこまめなチェック

不要な荷物は積まずに走行

駐車場所に注意

②
日常・定期点検の実施、長期
維持に努める

③ エコドライブ講習会への参加

重機 村松 ① アイドリングストップ

① コピー用紙の両面使用

② FAXのPDF化

③ 廃棄物の分別とリサイクル

① 節水表示 表示済

② 漏水の確認

③ 節水コマの取付検討

化学物質の
適正管理

ほう酸 若澤 ①
入庫量・出庫量・保管量の適
正管理

①
環境ラベル対応品の購入検
討

現状把握 現状把握 現状把握

② 何回も使える物購入検討 現状把握 現状把握 現状把握

① 件数の把握 月初 月初 月初

② エンドユーザーへの体感会

③
施工体験実施によるアピー
ル活動

（取組期間：令和4年10月～令和5年9月）

責任者

二酸化炭素
の削減

活動項目

車両
村松

金井

ガソリン
　・
軽油

照明

購入電力

空調

大石

スケジュール
目的 区分 項目

廃棄物のリ
サイクル

大石

大石
小松

グリーン購
入

上水節水

事務用品
他

大石

Ⅴ　環境経営計画

デコスドライ
工法の販売

促進
工事現場 小松 可能現場で開催

可能現場で開催

事務所
工事現場

５



16期（2022年10月～2023年9月）の環境経営目標の実績
基準期間

15期（2021年10
月～2022年9月）

実績
目標削減率 目標値 実績値 目標比率 評価

kg-CO2 285,988 0.50% 284,558 242,996 85.4% 〇

kg-CO2/万円 6.28 0.50% 6.25 5.60 89.6% 〇

購入電力 kwh 15,455 0.50% 15,378 16,605 108.0% △

（売上高原単位） kwh/万円 0.33 0.50% 0.328 0.38 116.5% ×

ガソリン（現場） ℓ 39,539 0.50% 39,341 44,811 113.9% ×

（売上高原単位） ℓ/万円 0.86 0.50% 0.856 1.03 120.7% ×

軽油 ℓ 72,399 0.50% 72,037 50,781 70.5% 〇

（売上高原単位） ℓ/万円 1.59 0.50% 1.58 1.17 74.0% 〇

LPG kg 5.8 0.50% 5.76 5.4 93.2% 〇

（売上高原単位） kg/万円 0.00012 0.50% 0.000119 0.00012 103.6% △

削減に努めた - 削減に努める 削減に努めた 〇

t 4.76 0.50% 4.74 4.48 94.6% 〇

㎥ 129 0.50% 128 123 95.8% 〇

㎏ 1907 - 適正管理 1619 〇

件 1件 - 努める 努めた 〇

努める - 努める 努めた 109 〇

＜備考＞
１．

２．
３．

＜評　価＞

原因

是正

原因

是正

原因

是正

原因

是正

施工状況

産業廃棄物

水道使用量の削減

電力の二酸化炭素排出係数は、平成27年度実績（H28.12.27公表）の中部電力の調整後排出係数0.482（㎏-
CO2/kWh）を使用しましたが次回からは直近の値に代替し東電も加えます。

Ⅵ　環境経営目標の実績とその評価

単位

運用期間　16期（2022年10月～2023年9月）

実績削減率＝（実績値－基準値）÷基準値

一般廃棄物排出量の削減

ガソリン

（売上高原単位）

化学物質の削減（ホウ酸）

二酸化炭素削減

カーボンフットプリント認証のデコスドライ工法（断熱）を109件施工。
1現場の施工期間が長い事は変わらず、去年より件数は増加した。

昨今、特に夏場の異常気象により増加。

不在時の消灯、省エネ設定温度でサーキュレータ等活用し快適な空間を
保ち作業効率を上げ残業を減らしそれに伴うエアコン使用料減、夏場の
異常気象に伴う気温上昇に配慮し健康面に支障をきたさない適度な管
理をする。

施工件数・車両増加、工期短縮、日程調整により効率良く、車両メンテナ
ンスを行い負荷をかけない運転を心掛けた。

環境に配慮した自然素材の建設
資材を活用した工法の推進(デコ
スドライ工法の販売実績の向上
等）

評価：○→達成，△→ほぼ達成(110%まで)，×→未達成

軽油
施工件数、施行車台数増加、効率良く現場を回転させた。

再利用を心がけ、大切に長く使う事を心がける。

再利用等に心がけゴミの排出を出来るだけ減らす事を心がけている。

電気

二
酸
化
炭
素

現場・営業先を効率を良く回し、アイドリングストップを心がける。

項目

現場の効率を良くする事により削減に努める。

環境に配慮した自然素材の建設
資材を活用した工法の推進(デコ
スドライ工法の販売実績の向上
等）

事務用品のグリーン購入の推進

産業廃棄物排出量の削減

６



評価 内容 次期の取組

①
消灯の徹底（１回／週チェッ
クする）

〇 努力した 継続実施

② 漏電の確認 〇 努力した 継続実施

① 温度設定夏25℃　冬20℃ 〇 努力した 継続実施

② クールビズ、ウォームビズ 〇 努力した 継続実施

③ フィルター定期清掃 〇 努力した 継続実施

④
使用していない部屋の空調
停止

〇 努力した 継続実施

① エコドライブ 〇 継続実施

やさしい発進 〇 継続実施

加速の少ない運転 〇 継続実施

早めのアクセルオフ 〇 継続実施

燃費を把握 〇 継続実施

エアコンの適切な使用 〇 継続実施

無理なアイドリングストップを
止める

〇 継続実施

道路交通情報の把握・活用 〇 継続実施

空気圧のこまめなチェック 〇 継続実施

不要な荷物は積まずに走行 〇 継続実施

駐車場所に注意 〇 継続実施

②
日常・定期点検の実施、長期
維持に努める

〇 継続実施

③ エコドライブ講習会への参加 〇 継続実施

重機 村松 ① アイドリングストップ 〇 継続実施

① コピー用紙の両面使用 〇 努力した 継続実施

② FAXのPDF化 〇 努力した 継続実施

③ 廃棄物の分別とリサイクル 〇 努力した 継続実施

① 節水表示 〇 努力した 継続実施

② 漏水の確認 〇 努力した 継続実施

化学物質の適
正管理

ほう酸 若澤 ①
入庫量・出庫量・保管量の適
正管理

〇 実施した 継続実施

①
環境ラベル対応品の購入検
討

△ 検討実施 現状把握

② 何回も使える物購入検討 〇 実施した 継続実施

① 件数の把握 〇 実施した 継続実施

② エンドユーザーへの体感会 〇 実施した 継続実施

③
施工体験実施によるアピー
ル活動

〇 実施した 継続実施

＜備考＞

デコスドライ工
法の販売実績

工事現場 小松

節水 上水 大石

グリーン購入
事務用品
他

大石

廃棄物のリサ
イクル

事務所
工事現場

大石
小松

二酸化炭素の
削減

購入電力

照明 大石

空調 金井

ガソリン
　・
軽油

車両
村松

業務増加に
伴う車両台
数増だが各
人がエコ運
転を心掛

け、効率良
い現場の回
転、施工期
間短縮によ
り環境への
配慮を行っ

た。

１．評価：○→実施，△→検討中，×→未実施

Ⅶ　環境経営計画に基づき実施した取組内容・取組結果とその評価、次期の取組内容

（取組期間：2022年10月～2023年9月）

目的 区分 項目 責任者 活動項目
評価

７



評価日：令和5年10月20日，評価者：金井

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

2 〇

5 〇

6 -

7 -

8 〇

9 〇

10 〇

＜備考＞評価：〇→遵守，△→検討中・管轄部署へ相談中，×→不遵守

早朝、夜間作業、日曜、祭日の作
業自粛

4）収集運搬業の許可期限確認

・事業活動に伴って生じた廃棄物を自ら
の責任において適正に処理しなければ
いけない。
・産業廃棄物の運搬、処分は許可を受け
た者が実施する。
・産業廃棄物の発生から最終処分終了
まで、適正に処理がなされるよう必要な
措置を行うよう努める。

廃棄物の処理及び清掃に
関する法律

(静岡県産業廃棄物の適
正処理に関する条例）

1

建設工事にかかる資材の
再生資源化に関する法律
源化に関する法律(建設リ
サイクル法)

資源の有効な使用確保を図るとともに、
産業廃棄物の発生の仰制、保全に関す
る為再生資源及び再生物の利用を目的
とする。

7）廃棄物管理責任者の設置と処
分委託先の現地確認

8)産業廃棄物マニフェストの管理
(A・B2・D・E票の返却)

パソコン本体、ディスプレィ、ノートパソコ
ン及びプリンター

特定建設作業の実施の届出書（市町村
長）（作業開始の７日前までに）

くい打機（もんけんを除く。）、くい抜機又
はくい打くい抜機（圧入式くい打くい抜機
を除く。）を使用する作業（くい打機をアー
スオーガーと併用する作業を除く。）

くい打機（もんけんを除く。）、くい抜機又
はくい打くい抜機（圧入式くい打くい抜機
を除く。）を使用する作業（くい打機をアー
スオーガーと併用する作業を除く。）

特定建設作業の実施の届出書（市町村
長）（作業開始の７日前までに）

フロン排出抑制法 第１種特定製品設置の確認

家電リサイクル法 冷蔵庫及びテレビ

簡易点検（１回／3カ月）の実施

急発進・急加速・急操作の排除に努め
る。停止の際はアイドリング・ストップを励
行する。

　関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟は過去3年間ありません。また、苦情等もありません。

オフロード法
検査結果の記録・保存
日常点検

自動車リサイクル法 使用済自動車（適正処理） 処理時に対応

3

騒音規制法

(静岡県生活環境の保全
等に関する条例)

〇

低騒音、低振動機械の使用

処理時に対応

パソコンリサイクル法 処理時に対応

浄化槽法
保守点検、清掃、法定検査（第11条）の
実施

保守点検（1回/年）、清掃（１回/
年）、法定検査（１回/年）の実施

Ⅷ　環境関連法規の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

1.環境関連法規の遵守状況

1)産業廃棄物マニフェストの管理
(A・B2・D・E票の返却)

3）廃棄物委託業者への実地確認

早朝、夜間作業、日曜、祭日の作
業自粛

4

振動規制法

(静岡県生活環境の保全
等に関する条例)

〇

低騒音、低振動機械の使用

関係法令名 法令のポイント 備　考 評価

9）廃棄物処理契約書の締結（許
可書の期限確認）

5)産業廃棄物管理票交付等状況
報告書提出（6月末）

6）廃棄物保管場所の掲示（６０
cm××６０cm）

2）廃棄物処理契約書の締結（許
可書の期限確認）
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作成　 令和5年10月20日

確認

1 □

2 □

3 □

4 □

5 □ 特にありませんでした。

6 □

7 □

8 □

変更の
必要性

1 有 ・ 無

2 有 ・ 無

3 有 ・ 無

4 有 ・ 無

5 有 ・ 無

6 有 ・ 無

Ⅸ　代表者による全体の評価と見直し・指示

令和5年10月20日

グラウンド・ワークス株式会社
代表取締役　　　山下　英俊

その他（外部への対応）

環境経営計画

環境に関する組織（実施体制含
め）

その他のシステム要素

その他（                            ）

２
・
代
表
者
に
よ
る
全
体
評
価
・
見
直
し
指
示

デコス商材に関しては去年より受注件数が増加し昨今の地球温暖化に於ける自然素材の良さ
が浸透しているように感じます。昨今の夏場の猛暑による電力使用増、商材増加に伴う車両・
施工件数増加がガソリン使用量増加に繋がりましたが、施工期間短縮を各現場毎徹底し、近隣
住民や地球環境の配慮は今後も社内全体で意識して取り組んで行くよう努めます。

見直し項目 「有」の場合の指示事項等

環境経営方針

環境経営目標

環境関連法規要求一覧及び遵守
状況

遵法確認の結果問題ありませんでした。

外部コミュニケーション・対応記録

問題点の是正・予防措置の実施
状況

取引先、業界、関係行政機関、そ
の他の外部動向

特にありませんでした。

１
・
見
直
し
関
連
情
報

項    目 ：（必要に応じて評価・コメント記載）

エコアクション21文書 記録・文書として作成しました。

環境経営目標及び目標達成状況 電力・ガソリン削減が未達成でした。

環境経営計画及び取り組み実施
状況

継続し取り組みます

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔
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